
 　東日本大震災津波から 6年を迎え
た平成 29年 3月 11日（土）、岩手
県と釜石市の合同追悼式が県立釜石
高等学校第一体育館（同市甲子町）
で開催され、ご遺族をはじめ関係者
約 750人が参列しました。
　合同追悼式では、国立劇場（東京
都千代田区）で開催された政府主催
の追悼式の中継映像が映し出され､地
震発生時刻の午後 2時 46分に参列
者全員で黙とうを捧げました。

復興に向けて歩み続ける岩手県の今を紹介します
　平成 23年 3月 11日に発生した東日本大震災津波。発災以
来、全国そして海外からも多くの温かい励ましや御支援をいた
だいております。心から感謝申し上げ、この「つながり」を大
切にしていきたいと思います。
　震災から 6年が経ち、復興が少しずつ形になり、新しい街の
姿も見え始めてきた今日この頃。
　復興に向けて歩み続ける岩手の今を紹介します。
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知って、買って、食べて、行って応援！
登録無料

詳しくは岩手県東京事務所ホームページをご覧ください。

首都圏等にお住まいの方を対象に、応援団員（個人）と応援団（法人及び団体）の登録を募集
しています。登録者には岩手県の復興の取り組みや観光・物産・首都圏でのイベント情報などをお届けします。

不自由な生活を余儀なくされている
被災者の現状に、自然の脅威を改め
て強く感じざるをえません。最愛の
家族を失った遺族の方々の深い悲し
みに思いを馳せない日はございませ
ん。二度と同じような悲劇を絶対に
繰り返すことのない防災対策を強く
望んでいます。」と追悼の言葉を述べ
ました。

津波や艦砲射撃の被害から、新たな
まちづくりに立ち向かってきた先人
たちの歴史を振り返り、次世代に誇
れる町の実現に向けて取り組んで行
く。あの悲劇を二度と繰り返さない、
誰一人として犠牲にならぬよう、教
訓を次世代に確実に伝えなければい
けない。」と誓いました。

あの日から 6年　東日本大震災津波
岩手県・釜石市合同追悼式

東日本大震災津波により、岩手県
では、5,134 人（直接死 4,672 人
・関連死 462 人）の尊い命が奪わ
れ、今もなお、1,122 人の方々が
行方不明になっています。
（平成 29年 2月 28日現在）

参列者による献花

　達増知事は「犠牲になられた方々
のふるさとへの想いを受け継いで､こ
の東日本大震災津波の惨状やその経
験の中で得られた教訓を改めて心に
刻み、後世に伝えながら、復興を進
めていかなければならない。今を生
きる私たちは力を合わせ『いのちを
守り、海と大地と共に生きるふるさ
と岩手･三陸の創造』を目指す。」と
式辞を述べました。
　また、野田釜石市長は「度重なる

　続いて、ご遺族を代表して、鵜住
居地区防災センター（釜石市）で奥
様を亡くされた三浦芳男さんが「東
日本大震災による津波は、平穏な日
々を送っていた私たちの生活を一瞬
のうちに奪ってしまいました。あの
津波により生活の場を失い、今なお

　このあと、釜石市合唱協会の皆さ
ん約 30人が「永遠の花」と「スタン
ドアローン」の 2曲を献唱。
　最後に、生田流正派箏成会が奏で
る琴の音が響く中、参列者は献花台
に白菊を手向け、犠牲になった方々
への祈りを捧げました。
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岩手県の被害状況 平成29年 2月 28日現在

▶人的被害　死者（直接死）：4,672 人　行方不明者：1,122 人
　　　　　　死者（関連死）：462人
▶建物被害（住家のみ、全半壊）　26,077 棟

皆さんのご支援、ありがとうございます

※ 被災したこどもたちが勉強やスポーツ等に励めるよう「くらし」「まなび」の支援に使
　われます。

▶いわての学び希望基金（※）受付状況　約 87億 2,105 万円（19,717 件）

もご覧ください !! http://iwate-fukkoudayori.comビジュアル豊富な いわて復興だより Web【 】

▶義援金受付状況　約 185億 3,108 万円（94,421 件）
▶寄付金受付状況　約 198億 957万円（8,091 件）

平成 29年 2月 28日現在

山田町出身。
県立山田高校 1年生の時、震災で自宅を被災。
さらに大病に見舞われるなどしたが、幼い頃からの
パティシエになる夢を諦めず、卒業後は盛岡市の専
門学校へ進学。山田町に戻り、ケーキ店オープンの
準備を始める。
平成 28年 12月、低糖質､低カロリーを特色とした
ケーキを中心に、念願のケーキ店を山田町にオープ
ン。製造から販売までを 1人でこなしている。

PROFILE

　被災地・三陸の復興へ向け、多くの若者が情熱を注
いでいます。連載「未来のさんりくびと」では、毎号、
復興への熱い想いを秘めた若者を紹介していきます。
第 68回目は､武藤 理穂 さんを紹介します。

武藤さんからのひと言：
甘いケーキを健康的に !

幼い頃からの夢を地元で実現

Patisserie 穂茂
（パティスリー ほたか）

武藤 理穂
（ぶとう りほ）さん

しました。
　「山田には糖尿病や病を抱えた人も多いと聞
きましたが、そうした人にも美味しいケーキを
食べてもらいたい。」と語る武藤さん。砂糖の代
わりに自然甘味料を使った低糖、低カロリーの
身体にやさしいケーキを提供しています。
　「低糖､低カロリーといっても、普通のケーキ
のような甘さがあります。糖質、カロリーを気
にせず食べられてうれしい、と好評をいただい
てます。」と武藤さんは笑顔で話してくれました。
みんなが美味しいといってくれるケーキを

　多くの苦難を経験しながらも幼い頃からの夢
を追い続けた武藤さん。オープンした店舗の名
前は、応援してくれた祖父と自分の名前から一
文字ずつとり「パティスリー穂茂（ほたか）」と

　武藤さんは「盛岡から戻った当時よりもお店
も建ってきました。これからは陸中山田駅もで
きるし、どんどん変わっていくと思います。」と
現在の山田の印象について話します。
　「子どもから大人まで、みんなが美味しいと言
ってくれるケーキを作っていきたい。」と抱負を
語ってくれた武藤さん。地域に根ざしたケーキ
店として、これからも山田のまちと人とともに
歩んでいきます。

【次回のいわて復興だよりについて】次回は平成 29年 4月 15日号の発行を予定しています。

　平成 29年 2月 19日（日）､東日本大震災津波による
身元不明者のご遺骨を安置し供養するための「東日本大
震災津波物故者納骨堂」が､大槌町城山地区に完成し､納
骨式が行われました。
　式典には、ご遺族や関係者ら約 70人が参列。被災 3
県の市町村では最多となる 70柱の身元不明者のご遺骨
が、町職員によって一つ一つ丁寧に納められ、僧侶が読
経する中、参列者は献花をして故人に祈りを捧げました。
　納骨堂は、市街地を一望できる高台に整備された木造
平屋建て（建築面積約 10平方メートル）。ご遺族が大切
な人と心を通わせ、行方不明者やご遺骨が還るべき場所
に少しでも近づけるようにとの願いを込め､毎年 3月 11
日には、堂内に太陽光
が差し込むように設計
されました。
　今後は、追悼などの
式典にも利用される予
定で、大切な人への想
いを寄せる場としての
役割を担います。 完成した「物故者納骨堂」（写真提供：大槌町）

　平成 29年 3月 5日（日）、「高田松原津波復興祈念公
園」の起工式が、陸前高田市気仙町で行われました。
　この施設は、東日本大震災津波の犠牲者を追悼し、震
災の記憶と教訓を後世に伝えるため国、県、陸前高田市
が連携して整備を進めるもので、起工式には、田中国土
交通副大臣や達増知事、戸羽陸前高田市長など関係者約
100人が出席。関係者が鍬入れを行い、気仙町けんか七
夕保存会が迫力ある太鼓の演奏を披露しました。
　国営追悼・祈念施設（仮称）は、被災 3県にそれぞれ
整備する予定で、同市が初めての着工。
　同公園の全体面積は､約 130ヘクタール。自然災害で
は国内初となる国営追悼・祈念施設（仮称）や県の震災
津波伝承施設のほ
か、新たな「道の
駅」や運動施設な
ども整備する計画
で、平成 32年度
末を目途に整備を
進めています。
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大槌町 陸前
高田市

東日本大震災津波・身元不明者の
納骨堂が完成 「高田松原津波復興祈念公園」着工

関係者による鍬入れの様子


